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令和 4（2022）年度 資源評価調査報告書（新規拡大種） 

種名 アサリ 対象水域 
太平洋中・南部 

（千葉県〜高知県） 

担当機関名 

水産研究・教育機構 水産技術研

究所 環境・応用部門 沿岸生態

システム部、千葉県水産総合研究

センター、東京都島しょ農林水産

総合センター、静岡県水産・海洋

技術研究所、愛知県水産試験場漁

業生産研究所、三重県水産研究

所、高知県水産試験場 

協力機関名  

 

 

1．調査の概要 

千葉、東京、静岡、愛知、三重、高知の各都県において、漁獲量等の情報収集を実施し

た。 

静岡県と三重県では県独自の資源評価を公表しており、その調査結果を引用した。 

漁業・養殖業生産統計年報（農林水産省）における魚種別漁獲量統計の「あさり類」に

は、国内に分布するアサリ属貝類であるアサリとヒメアサリの2種が含まれるが、ヒメア

サリはほとんど漁獲されないため、「あさり類」の漁獲量統計が利用可能である。 

 

2．漁業の概要 

千葉県では、東京湾沿岸の三番瀬、木更津および富津地区が主な漁場である。 

静岡県では、浜名湖沿岸が主な漁場で、じょれんを用いた人力採集である。 

愛知県では、伊勢湾東岸および三河湾沿岸が主な漁場である。漁具および漁法は地区に

より異なるが、主に小型機船底びき網、腰マンガ、長柄マンガ、手掘りである。 

三重県では、伊勢湾沿岸の桑名、鈴鹿、松阪、伊勢などの地区が主な漁場である。漁具

および漁法は地区により異なるが、主に小型機船底びき網、じょれん、長柄である。 

2021年の漁獲量は千葉県で140トン、静岡県で100トン、愛知県で2,400トン、三重県で2

05トンであった（図1、2）。また、東京都は2020年に46トン、高知県は0トンであった（図

2）。 

 

3．生物学的特性 

(1)  分布・回遊：南西諸島を除く日本列島全域の干潟域等、主に内湾の水深 10 m以浅の

砂・礫・泥から転石帯に生息する（伊藤 2002、浜口 2017）。外洋に面した浜では同属

のヒメアサリが生息する（浜口 2017）。 

(2)  年齢・成長：受精後 2～3 週間程度の浮遊幼生期間を経て殻長 0.2～0.3 mm で着底す

る（伊藤 2002、浜口・手塚 2007）。寿命は 8～9 年で最大殻長は 90 mm 程度、1～3

年で漁獲可能な殻長 30 mm のサイズに成長するが、成長の地域差は大きい（浜口 

2017、柿野 2021、全国沿岸漁業振興開発協会 1997）。 

(3)  成熟・産卵：産卵期は東京湾以南では概ね春から秋の間であり（松本ほか 2014）、成
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熟は温度や餌料等の環境条件の影響を受ける（鳥羽ほか 1992）。 

(4)  被捕食関係：ろ過食者であり主要な餌は微細藻類等の懸濁態有機物であるが、浮遊幼

生は 1～8 µmの微細藻類等を餌料としている（Tezuka et al. 2009）。魚類・鳥類・巻貝

などによる食害、寄生生物による被害が問題となっている（柿野 2021、酒井 2000、

重田・薄 2012、鳥羽 2017、泉川・村山 2018、Waki et al. 2018）。 

 

4．資源状態  

静岡県の県独自の資源評価（2021年度）では、浜名湖の資源水準は「低位」、動向は「減

少」と評価（静岡県 2022）。 

三重県の県独自の資源評価（2019年度）では、資源水準は「低位」、動向は「減少～横

ばい」と評価（羽生 2021）。 

漁獲量を資源量の指標値とできるかどうかは、地域によって異なり、さらに詳細な検討

が必要であるため、資源水準および動向について統一的な評価は困難である。 

 

5．資源回復などに関するコメント 

地理的分布域は広範囲であり、自然状態では幼生期以外に広範囲の移動を行わないた

め生物学的特性の地域差が大きい。 

天然資源の減少に伴い、稚貝の移植放流と輸入種苗の利用が検討された。土木的環境改

変を含め、増養殖手法の開発と適用が進められている。 

資源変動には、漁場環境の変化の影響が大きいとの指摘がある（柿野 2021、蒲原ほか

2021、鳥羽 2017）。 

愛知県では、天然稚貝移植や操業日、操業時間の制限等の自主的資源管理が行われてい

る（山田 2016）。また、一部の地域において採貝漁業および小型機船底びき網漁業による

漁獲努力量の検討を開始した。 
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図 1. 静岡県と愛知県におけるアサリ漁獲量の推移* 

 

 

図 2. 千葉県、東京都、三重県および高知県におけるアサリ漁獲量の推移* 
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表 1. 各県の漁獲量（トン）の年変化* 

 

 2016 2017 2018 2019 2020 2021 

千葉県 457 181.5 15 65.7 11 140 

東京都 62 58 52 48 46  

静岡県 1,901 968 978 872 707 100 

愛知県 3,973 1,635 2,741 3,880 1,602 2,400 

三重県 194 318 8 29 26 205 

高知県 0 0  1 0  

 

*魚種別漁獲統計に基づく漁獲量データ。2021 年は速報値 

 

 


